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会

　
　報

◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

七
月
二
二
日
（
月
）、
本
学
に
お
い
て
奈
良
大
学
史
学
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
の
決
算
・
会
計
監
査
報
告
お
よ

び
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て
、
二
〇
二
四
年
度
の
役
員
人
事

案
・
事
業
計
画
案
と
そ
れ
に
と
も
な
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
二
〇
二
四
年
度
役
員
》
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光
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光
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翔
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濱
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華
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◇
特
別
講
義

・�

二
〇
二
四
年
七
月
二
二
日
、
史
学
会
総
会
に
引
き
続
き
特
別
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田　

豊
先
生
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
「
ソ
グ
ド
人
の
歴
史
と
ソ
グ
ド
語
史
料
」

・
二
〇
二
五
年
一
月
二
〇
日
、
特
別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
上　

信
一
郎
先
生
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
「�

私
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
と
日
本
現
代
史
へ
の
問

い
か
け
」
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◇
大
学
院
特
別
講
義

・�
二
〇
二
四
年
一
二
月
二
〇
日

　

熊
谷　

公
男
先
生（
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
「�

大
化
後
の
立
評
と
古
代
国
家
北
辺
地
域
に
お
け
る
支
配
体
制

の
転
換
」

◇
青
垣
祭

二
〇
二
四
年
一
一
月
三
日
・
四
日
、
第
五
五
回
青
垣
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
在
校
生
の
み
な
ら
ず
、
近
年
の
卒
業
生
や
受
験
生
と
保
護

者
、そ
し
て
一
般
の
方
と
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
展
示
テ
ー
マ
は
、「
お
酒
の
歴
史
」
で
し
た
。
日
本
酒
、

ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
歴
史
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
「
古
文
書
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
史
学

会
学
生
委
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
記
し
た
冊
子
を
配
布
し
ま
し

た
。オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
越
し
い
た
だ
い
た
受
験
生
や
保
護
者

の
皆
様
に
史
学
科
の
説
明
な
ど
も
行
な
い
ま
し
た
。

来
年
度
の
青
垣
祭
も
今
年
度
と
同
様
に
、
親
し
み
や
す
い
テ
ー
マ

の
も
と
で
展
示
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
史
学
会
体
験
ツ
ア
ー

今
年
度
は
一
二
月
一
日
に
史
学
会
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。多
数
の
史
学
科
学
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
、京
都
の
嵐
山
に
行
き
ま
し
た
。
宝
厳
院
や
天
龍
寺
、
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メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
散
策
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
史
学
会
ツ
ア
ー
も
歴
史
を
学
べ
、
楽
し
く
観
光
で
き
る

場
所
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
会
員
消
息

・
川
本
正
知
教
授
が
三
月
三
一
日
付
で
定
年
退
職
さ
れ
た
。

・�

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
監
修
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
史
料
か
ら

広
が
る
世
界
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）が
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

・�

二
月
二
六
日
～
三
月
四
日
に
横
山
香
教
授
・
足
立
広
明
教
授
引

率
の
ド
イ
ツ
海
外
研
修
が
行
わ
れ
た
。

・�

木
下
光
生
教
授
が『
日
本
史
研
究
』七
三
七
号（
二
〇
二
四
年
一
月
）

に
研
究
展
望「
顔
の
見
え
る
安
心
感
の
あ
る
比
較
史
へ
―
飯
田

恭
著『
農
場
と
森
林
の
プ
ロ
イ
セ
ン
史
』の
書
評
を
通
し
て
―
」

を
発
表
し
た
。
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・�

木
下
光
生
教
授
が
目
録
・
解
題
を
執
筆
し
た
奈
良
大
学
文
学
部

史
学
科
・
奈
良
県
山
添
村
教
育
委
員
会
編『
山
辺
郡
山
添
村
大

字
勝
原　

古
文
書　

調
査
報
告
書　

下
浦
家
文
書
目
録
・
解
題　

山
添
村
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
５
集
』が
刊
行
さ
れ
た
。

・�

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
・
奈
良
県
文
化
財
保
存
課
が
共
同
で

行
な
っ
た『
令
和
四
年
度
・
五
年
度
奈
良
県
内
古
文
書
所
在
確

認
調
査
報
告
書
』が
刊
行
さ
れ
た
。

・�

足
立
広
明
教
授
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
エ
グ
ザ
ム
ス
ク
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
第
一
九
回
国
際
教
父
学
会
に
て
研
究
発
表
を

行
な
っ
た
。

・�

足
立
広
明
教
授
が
東
方
キ
リ
ス
ト
教
学
会
大
会
に
て
研
究
発
表

を
行
な
っ
た
。

・�

足
立
広
明
教
授
が
共
著『
西
洋
中
世
文
化
事
典
』（
西
洋
中
世
学

会
編
、
丸
善
出
版
）を
一
一
月
に
刊
行
し
た
。

・�

村
上
紀
夫
教
授
が
第
七
八
回
日
本
人
類
学
会
大
会
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
分
野
横
断
的
な
研
究
手
法
か
ら
探
る
、
近
世
大
坂
都

市
住
民
の
生
活
・
病
気
・
死
」に
て
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。

・�

村
上
紀
夫
教
授
が
日
本
民
俗
学
会
第
七
六
回
年
会
、
京
都
民
俗

学
会
第
四
三
回
年
次
研
究
大
会
に
て
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。

・�

村
上
紀
夫
教
授
が
共
著『
怪
異
か
ら
妖
怪
へ
』（
東
ア
ジ
ア
恠
異

学
会
編
、
文
学
通
信
）を
一
二
月
に
刊
行
し
た
。

・�

高
橋
博
子
教
授
が
司
会
を
し
た
二
〇
二
四
年
度
第
二
回
日
本
パ

グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
公
開
講
座「
核
時
代
に
お
け
る
非
戦
」が
開

催
さ
れ
た
。

・�

外
岡
慎
一
郎
教
授
が
寄
稿
し
た『
関
ケ
原
研
究
会
寄
稿
集
』（
岐

阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
）が
刊
行
さ
れ
た
。

・�

宮
本
亮
一
准
教
授
が『
帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
集
』

第
二
二
集（
二
〇
二
四
年
三
月
）に「
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ド
ゥ
・
ラ
・

ヴ
ェ
シ
エ
ー
ル
著（
宮
本
亮
一
訳
）玄
奘
の
旅
程
に
関
す
る
覚
え

書
き
」を
発
表
し
た
。


